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成 田 興 史

は じ め に

エ リオッ トには 「昔は王様」"The Man Who Was King"と い う注 目すべき短編がある。 これは

ス ミス学院最終学年に 『スミス学院記録』Smith Academy Record誌 上に発表 されたエチュー ドで

ある。 しか しこの作品の、 うちに秘めた とほ うもないほどの価値は長年みすごされ、つい近年に

なって認知 されたばか りである。そのことの端緒 を開くこととなったいわば根本的事実関係の発

見については、ある客観資料の発掘にまでさかのぼらざるをえない。そのことは後でふれ ること

とし、ここではひ とまず先をいそ ぐことに したい。

エ リオ ッ トが1898年 に入学 し、7年 後の1905年 に卒業す ることとなるス ミス学院は、19世 紀半

ばの1853年 に開学 された。James SmithとParsis Smithと い う夫妻からの寄付行為を うけての創設

であった。学校の正式の記録 として、年 に1回 発行 され るSmith Academyと い う要覧(Catalogue)

がある。 これ とは別に学生の主催する校友誌、それが 『ス ミス学院記録』である。

『ス ミス学院記録』は1898年 に創設 された。奇 しくもエ リオッ トがスミス学院に入学 したその

年の ことであ り、このことは学院が隆盛にむかっていたことをよくものがたってくれ る。そのこ

とを指 し示す ものとして、創刊主 旨をうたいあげたつぎの ような一文をかかげることにしよう。

We trust that this paper will bring the students more in touch with each other, and so will keep interest in 

the actions of the school alive. Another good reason for the founding of this paper is the need of 

encouraging students to writer original essays or stories outside of their regular class work. Not only is this 

the one way in which the paper can be supported, but it will besides give students good practice in writing 

English, a study which is being emphasized more and more fully each year in preparatory schools and 

colleges. We urge all students at least to try and write something, for no one is sure of success or failure 

before he makes a trial. (Edward  G. Curtis, "Editorial," Smith Academy Record, 1(1), April 1899)

『ス ミス学院記 録』 は毎年 ほぼ定期 的 に発行 され 、1914年 のManual Training Schoolと の合 併の

直 後の1916年 、学院 の廃校 と ともに同年 の第17巻8号 を もって終焉 をむ か えた。 内容 的 に注 目さ

れ るのは 、文芸 作 品 と主筆論 説Editorialの ふ たつ で ある。 その ほか に も、 スポー ツ競 技記録 の掲



載 と卒業生の動向、それにいわば姉妹校であるメア リー学院Mary　Instituteの動静をつたえるMary

Institute　Notesが ある。論説を度外視すれば、主力は文芸作品とスポーツ競技 に二分 されていて、

そこには文武両道 を理念 とす る方針があき らかにみて とれ る。本論では、文芸作品と主筆論説の

ふたつを中心に考察をすすめることとなる。

エ リオ ッ トがス ミス学院で6年 過 ごし、最終学年 をむか えた1905年 のことである。かれは旺盛

な習作活動をみせ、「昔は王様」をふ くむ数編の短編 と詩 をの こした。 これ らは"AtGraduation:

1905"と い う卒業詩以外はすべて 『ス ミス学院記録』に収録 された。半年のあいだに6点 の作品

が掲載 された とい う特筆すべ きこの出来事につ いては、いわば定見(後 述)だ けでは十全に語 り

きれない ところがあるように思われ る。今後とも、ス ミス学院 と提携関係 にあった 「セン トルイ

スのワシン トン大学」Washington　University　in　St.Louis、そのアーカイ ヴに保存 されている 『ス ミ

ス学院記録』 とい う、セ ン トルイス地域教育文化研究上の貴重な資料を対象 として
、その外的事

実関係につて整理検討することに したい。それによってエ リオ ット前期習作群 とそれが書かれた

セ ン トルイス環境(セ ン トルイス万国博前後の状況をふ くめる)を よ り明確に位置づけることが

期待 されるか らである。

Smith Academy Record:発 行 の 歩 み

まずはじめにごくおおまかに 『ス ミス学院記録』の発行の歩み をたどることにしよう(Table 1

参照)。 そのあ と、 どのよ うな編集方針があったのかをさぐるよすが として、歴代の編集長 につ

いてその一覧をかかげる(Table 2参 照)。
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Smith Academy Recor dの 整 理 検 討

青年の門口 に立った17歳 の若きエ リオ ッ トは、1905年 の卒業年度に数編の短編 と詩をつ くる。

これ らは"At　 Graduation:1905"と い う卒業詩以外はすべて 『スミス学院記録』に収録 された。

注 目されるのは卒業をむかえるこの年の6月 のす ぐ直前の6ヶ 月間に集中 していて、それ以外の

期間にはまった く掲載 されていないとい う点である。6年 にわたる学院在学中、この半年だけの

ことである。その集 中度はきわだっているだけでなく、 「昔は王様の男」 とい う逸品を頂点 とす

るス ミス学院在学 中の前記習作群の解 明上、注 目に値す ることといえよう。

1)『 ス ミス学院記録』の発行状況を一瞥す ると、お よそ1904年 の第7巻 あた りか らその基本方

針が固まった とみ られ る。年8号 の出版 の内訳をみると、1月 か ら6月 まで毎月発行をか さね、

秋の新学期はしばらくやすみ、11月 号か ら12月 号 と続けて出される。新 しい巻号は1月 号で開始

されるが、これは年度始め とい う意味合い と同時に、新編集部が初 めてあつか う出版物 とい うこ

とを目安にしたものであろ う。 またその間、次年度の編集部委員が決定 され る手はずであった と

推測 される。以上の定型 とい うべきものは、1912年 の"Balfor Phelan,'13"の 編集長時代 に変更

が くわえられた。つま り、秋の新学期に入って始めての出版 とい う点を基点 として巻号 をつけ、

11月号が新巻号の開始 とされ るよ うになった。

問題 の1905年 のころはまさに定型的な発行 をしていたのであって、1月 か ら学年末の6月 まで



は月毎 に毎号 出 された。 この年 を6月 ま でを追 うと、1月 号、2月 号 、3月 号 、4月 号、5月 号 、

6月 号 と計6号 が出版 されて い る。そ の なかでエ リオ ッ ト青年 は短編 と詩 を1月 号 、2月 号 、4

月 号、6月 号 の各号 に計5点 出 して い る(Table 3参 照)。 なに も出 してい ないの は3月 号 と5月

号 だけで あ る。

歴 代 の編集 長 が直面せ ざる とえなか った悩 み は、巻頭 をか ざる文 芸作 品の応募 数 がかん ば しく

ない ことであ った。積 極 的な作 品投稿 を よび か けるのがひ とつの慣 わ しとな ってい た感 が あ るほ

ど で あ っ た 。 こ こ で は 初 代 編 集 長"Edw.G. Curtis,'99"と 第2代 目 の 編 集 長"Jos.

Wertheimer,'99"の 心境 を一 瞥 してお こ う。

   'Tis only natural for youth to be in
experienced, but experience should be youth's teacher. And now 

that three numbers of the "Record" have been issued, we thank that the school should somewhat appreciate 

the nature and style of contributions desired. We understand that there has been much hesitancy in regard 

to submitting contributions because of the ignorance of the above-mentioned fact . Without offering any 

explanation or going into detail in regard to what we desire , we would simply suggest a reading of our last 

three numbers, and we feel sure that all questions will thus be answered . We were compelled to make this 

statement because of the lack of work submitted. It is our desire to make this a school publication , and we 

feel that if a more general interest were taken we would approach more nearly that ideal . 

   We who are inexperienced (and surely we all are that) are ignorant of our capabilities, and we do 

ourselves and others an injustice when we do not even attempt to develop these latent powers . We would 

urge each one to do his mite for the paper, and we are confident that with a little time thus properly spent 

during the summer, and the advantage of the past three months' experience, the fall term will open very 

encouragingly. (Edward  G. Curtis, "Editorial," Smith Academy  Record,1(3), June 1899; my emphasis) 

   While we are thankful for your financial assistance, the other matter—that of contributing to the



paper—is of just as much importance. Both supporters are necessary for the life of the paper. Let us not 

plead a lack of ability. That is only a pretext for a lack of energy. Let it not be said that one student has 

been graduated from his Academy without having handed in at least one contribution to the paper. (Joseph 

Wertheimer, "Editorial," Smith Academy Record, 1(4), November 1899; my emphasis)

この よ うな なかでの 、1905年 のエ リオ ッ トの高頻度 な寄稿 は特筆 すべ き顕著 な貢献 とい って さ

しつ か えない で あろ う。 当時 、編集 長 をつ とめてい た"James Taussig"(Table 2参 照)は 「エデ

ィ トー リアル」 のな かでつ ぎの よ うに明言 してい る。

   We have not had literary contributions from nearly as many fellows outside of the Board, as we 

should desire, during the past year, practically all of our contributions coming from the graduating class. 

We wish to express our thanks especially to Messrs. Post, Lake and Eliot of the Sixth Year Class, who have 

assisted us greatly from time to time. We also wish to acknowledge the aid given us in obtaining Mary 

Institute news by Miss Caroline Runyan, of this year's Mary Institute graduating class. (James Taussig, 

"Editorial
," Smith Academy Record, 8(5), May 1905; my emphasis)

これは特筆 ものといっていい。エ リオッ トの貢献ぶ りはだれ もが認めざるをえない性格のもの

で あった とい い うるか らで ある。 この ことに照 らす と、エ リオ ッ ト作 品は英語 担 当のRoger

Conant Hatch先 生の推薦 によって校友誌に掲載 された とい う、一般にひろく行 き渡っている定説

とい うべ き見方 は多少 ともも修正を要するとの可能性が出てくる。ある一定の枠内でのこととの

条件をつけなが らでも、その可能性をさぐるべきであろ う。

それに、『学院記録』 をつ らぬいてい るのは学生主導の編集発行にかける誇 りであって、その

種の編集長発言が散見 され る。た とえば1904年 の編集長であ り、上記 トーシグ編集長 のす ぐ直前

の編集長"Donald Greene"(Table 2参 照)の 手になる 「エデ ィ トー リアル」にはその点が明確

に うちだ されている。

   With the completion of this issue of the RECORD the present board retires and the work will be taken 

up by a new staff of editors. We wish to say that every fellow on the retiring board has faithfully performed 

his duties and done his best to make the paper a success. With practically no assistance from the school we  

have gained considerably in the business department, and have always filled the pages of the paper with 

the best work. How much better and larger paper could be published with the co-operation of the school. 

There are plenty of boys in Smith who can write and write well, but seem to be very backward about 

showing their abilities. We extend our best wishes to the coming board and hope they will succeed in their



work. (Donald Greene, "Editorial," Smith Academy Record, 7(3), March 1904; my emphasis)

　 このような路線 の一貫性に呼応 してハ ッチ先生は過剰な挺入れ は当然、あえてしなかった とみ

なすほ うが 自然 とも思われる。掲載作品についての推薦権 についても、今後の検討を待たなけれ

ばな らないに しても学生路線を侵害す るのは極力控 えた とみな してさしつかえないであろう。

　 すでにふれた ように 『ス ミス学院記録』は18年 とい う長期間発行 されつづけた。 だだ、編集の

仕方に問題が生 じなかったわけではない。巻号のつけまちがい、かな り致命的な巻号誤記といっ

た問題ほか、休刊に追い込まれる事情がたちあ らわれ、その結果、教員層か ら、あるいは特定の、

顧問格の教員か らの助言が強力にお しすすめ られ るよ うになったのではないか と推察 され る。

　 巻号の問題 に限定 してTable　lとTable　2に したがってながめてみよう。創刊 されて問もない1900

年4月 号か ら1901年2月 号の期間内([N2-1］ ～[N3-2])で の混乱を除けば、基本 的には順調な発

刊である。その間、1903年 と1914年 その他のごくちいさな混乱([N6-8]{N6-10] ,[N15-4])と 、休刊

となった、1908年11月 号から翌年の6月 号までの期間を除けば、基本的に順調そのものといって

いいだろう。ただ、1912年 か ら1913年 にかけて([Nl3-2]-[N15-1])か な りの混乱が生 じたことは

確かなよ うである。 「かな りの混乱」 とい うのはほかでもない。それを機会に上記の とお り、教

員層か らの編集作業への挺入れ強化がおこなわれたのではないかと推察 され るか らである。

　 以上の詳論は顧問格の立場にあったハ ッチ先生 との関連等か ら稿 を改めてあつか うこととし、

ここではひ とまず上記の 『学院記録』1905年 度功労者3人 のことに的をしぼって一覧 してお こう。

その年の文芸作品を網羅 したのがTable　4で ある。そのなかで、とくにエ リオッ トのほかLawrence

Tyler　PostとFrederick　Clinton　Lakeに 焦点をあてたのがTable　5で ある。エ リオ ッ ト作品の5回 とい

う採用回数がぬきんでている。 ここでみるかぎ り、 レイ クに しろポス トにしろ、編集長特記を う

けた とはいえ1回 の採録にす ぎないのであって、エ リオ ッ トとの貢献度は比較するまで もないほ

どの開きである。 この ことはかな らず しも直ちにエ リオ ッ トの編集長その他編集部員 との個人的

な交渉をうらづけるものとはいえないに しても、教員か らの強力な推薦をえて5点 の掲載が実現

した とい う定説そのものをあ らためて検討 しなおす契機であるとしなければならない。特記 をう

けた3人 のなかで も破格の貢献度であるか らである。(な お、 レイクとポス トは卒業後、 ともに

イ ェール大学にすすんでい る。)



2)か つ て ミズー リ州セ ン トル イス の歴 史博 物館 を訪れ てい た ときの こ とで ある。 とあ る資料 の

な か に 私 は、 「セ ン トル イ ス 万 国 博 覧 会 株 主 クー ポ ン切 符 帳 」Louisiana　 Purchase　 Exposition:

Stockholder's　Coupon　 Ticketと い うエ リオ ッ ト名 義の 品 を発 見す る こ とがで きた("Ticket"1-12,22一

24)。 この 資料 の指 し示す ところに した が って セ ン トル イ ス万博 の こ とを調 べ は じめ る と ともに、

他方 、エ リオ ッ ト関連 の根 本資 料 に くま な くあた りは じめた。

その 矢先 の こ とで あった。 ワシ ン トン大学セ ン トル イ スのア ー カイ ヴ主任Beryl　 Manne女 史 の

配慮 の も とに 、『ス ミス 学院記 録 』収録 短編 「昔 は王様 の男 」 をわ た しはひ も と くい てい た。 そ

の小 品 を一読 した ときふ っ となにか異 形 の影 が よぎ った。 そ うは感 じた もの の、鮮 明な像 をむす

ぶ こ とはなか った。 そ の 日、宿舎 にも どってか らじっ く りテ キス トをた ど りなお した。



その とき、 くっ き り浮 かん で きたのは 「未 開」の世 界の住 人で あ り、 その踊 りで あった。そ こ

に は、ポ リネ シア絶海 の孤 島 であ るマ タ ヒ ヴァ島民 とその踊 りと王様 選 出の こ と、即位儀 式の こ

とが定着 され てい る。他 方 、セ ン トルイ ス万博 の一角 では、太 平洋 を横 断 して遠路 は るば るセ ン

トル イ スにお く りこまれ 、 フ ィ リピン 「原住 人」 と して 「展示 」に供 され たイ ゴロ ッ ト村 の人 々

がい た。 かれ らは 「文 明 国ア メ リカ 」 にお い てカ ンニバ ル の風 習 と勇 壮 な踊 りを披瀝 し、 「未

開」 を演 じる役 目をお わ され てい たので ある。 展示村 で は王様 即位 相 当の族長選 出が だ しもの と

していわ ば定時上 演 され てい た。 わた しの 目に、エ リオ ッ トの習作 の なかに 、イ ゴロ ッ ト村探訪

の体験 がそ っ とお りこまれ てい るこ とは疑い なか った。 そ う思われ てな らなか った。

そ の後 は 、極 論 してあ えてい えば、い わば資料 的裏づ け をあた えてゆ く作業が の こるだけで あ

っ た。 翌 年 のセ ン トル イ ス調 査 の途 中、 か つ てMLAの 会 長 をつ とめた こ とが あ り、Marshall

McLuhanと ともに新 しい メデ ィア 学を切 り開 かれ たセ ン トル イス大 学 のWalter J.Ong教 授 をお訪

ね した。 同氏 にはエ リオ ッ トのセ ン トル イ ス時代 の重 要性 を骨子 とす る啓 発論 文 を出 され ていた

か らで あ る(Narita,「 〈未 開 〉」17)。 エ リオ ッ トと万博 関係 の研 究 は な され てい ない とのお 答

え に接 し、ハ ーバ ー ドのWalter J. BateとRonald Bushの 両教授 とともに、そ の後 のエ リオ ッ ト研 究

の事実 上の ア ドバイ ザー役 をつ とめ ていただ くこ ととなった。

他方 、エ リオ ッ ト書簡 集 を編 纂 中で あ ったエ リオ ッ ト夫 人Valerie Eliotに 、速 報 と して ま とめ

た拙 論 をお届 け して いた。 と同時 に、万博 の こ とを詩人そ の人 の口 か ら聞い た こ とがあ るのか を

お尋 ね した。 そ の年の 夏はカ ナ ダ国境 の旅行 に 出かけた こ とが あ る書簡 か ら分 か るけれ ども、万

博 の こ とは残念 なが ら聞 いた こ とはない との返 事 であ った(1982-83年 の成 田宛 私信)。 そ の後 、

1988年 に 発 行 さ れ た 書 簡 を ひ も と く と 明 らか な よ うに 、 エ リオ ッ ト年 譜 を 内 容 とす る

"C
ommentary"と のセ ク シ ョンの なかで、"1904　 Visits　the　World's　Fair　of　St.Louis"と い う記述 を

同女史 はの こ して いただ いた(Eliot, Letters xiv)。

エ リオ ッ ト研 究 の泰斗 で あ るRonald Bush氏 に も研 究報 告 をす でに終 えてい た。つ ま り、1982

年 に客員研 究員 と してハーバ ー ド大学 に籍 をお いてい た とき、研 究協 力の 窓 口 とな っていた だい

た当時助 教授 の同氏 には、や は り短 報 をみ てい ただい た。 そ の数 年後 、 ある書評 のなか で、イ ゴ

ロ ッ ト村 で の 「未 開」 との遭遇 を内容 とす る成 田仮説 にふれ てい ただ くこ とが あ った。 「書評 」

とい うのはほ かで もない。 エ リオ ッ トのセ ン トル イス期 の異文化 論 をその骨子 とす る、現 時点 で

も金 字塔 と して燦 然 とかがや くRobert Crawford氏 の手 にな る大著 の書評 の こ とで あ る。そ の主 旨

は 、 ク ロフ ォー ド氏 は成 田の手 にな る発 見 をみす ご して しまっ てい る とい った とこ ろで あった

("Savage"105)。

そ の後 も、ブ ッシ ュ氏 とは共 同研究者 と してのや りと りを介 して、 またそ の求 めに応 じて数 点

以上 の拙論 を と どけ る機会 がお とずれ た。エ リオ ッ ト書簡集 の 出版 と前後 して1989年 、ブ ッシュ

氏 はそ の近年 の一 大大著 とい うべ き異 文化論研 究書 のなか で、成 田仮説 を じつ に詳細 に取 り上げ



て い た だ い た("Introduction"4-5,"Presence"25-31,376)。 こ の 成 田 説 紹 介 は 世 界 の 書 評 界 で 取 り

上 げ ら れ る と こ ろ と な り 、 エ リ オ ッ トに お け る 未 開 へ の 関 心 の 端 緒 と して お お き な 注 目 を あ つ め

た 。 そ の 一 端 は た と え ば 、Denis　 Duttonに よ る ウ ェ ブ 公 開 書 評 に うか が う こ と が で き る の で 、 ご

参 照 い た だ き た い(paragraphs4-5)。

こ れ と 相 前 後 し て 、 現 代 比 較 文 学 の 祖 と い うべ きRene　 Wellek氏 か ら 、"I　think　your　article　throws

interesting　 light　on　literature.　It　is　really　a　valuable　 discovery.　 You　 may　 have　 noticed　 that　the　story　shows

evidence　 of　his　having　 read　stories　by　Joseph　 Conrad,　 as　it　is　told　by　an　outside　 narrator"(1990年5月22

日付 け の 成 田 宛 の 手 紙;強 調 は 筆 者)と の 丁 重 な 返 事 に 接 す る こ と が で き た 。 当 時 、 現 代 批 評 の

第 一 線 で 活 躍 中 のJ.　Hillis　Miller氏 か ら は 、 つ ぎ の よ う な 文 面 の 私 信 が と ど い た 。"I　think　that　your

connection　 of　that　with　 Eliot's　visit　to　the　Philippine　 Exposition　 of　the　 1904　 World's　 Fair　is　entirel

plausible,　and　I　would　 agree　that　this　encounter　 with　an　alien　culture　would　 have　 staved　in　Eliot's　mind　 and

resurfaced　 later　in　some　 of　his　major　 work"(1990年6月4日 付 け;強 調 は 筆 者).

20世 紀 も お し せ ま っ た1999年 に は 、 伝 記 の 分 野 で も っ と も 定 評 の あ るAmerican　 National

Biography(American　 Council　 of　Learned Society, Oxford University Press)に お い て 、 つ ぎ の よ うな エ

リオ ッ ト万 博 異 文 化 体 験 言 及 が な さ れ る に い た っ て い る 。

During his last years at Smith he visited the 1904 St. Louis World's Fair and was so taken with the fair's 

native villages that he wrote short stories about primitive life for the Smith Academy Record. In 1905 he 

departed for a year at Milton Academy outside of Boston, preparatory to following his older brother Henry 

to Harvard. (Bush, "Eliot's", paragraph 1; my emphasis)

　 以上 か ら明 らか な とお り、成 田仮 説 はす で に広 く認 知 され 、い わば 定説 化 しつつ あ る とい えよ

う。 な お 、 そ の他 の 内 外 の成 田説 言 及 に つ い て は 、1992年 の徳 永 暢 三(217ー218)、1996年 の

Mauricio　 Tenorio-Trillo(188)、2001年 のDonald　 J.　Childs(22,193)、2003年 の池下幹 彦(327一332)

等 々があ る。

3)エ リオ ッ トは西 米 戦 争 渦 中 に成 長 して い た。 西 米 戦 争 は1898年 春 に勃 発 し、独 立 の 志士

Emilio　Aguinaldoの 対 米反攻 を さか いに泥 沼化 の一途 をた どった(Table　 6参 照)。 お りしも10歳 の

とき、エ リオ ッ ト少 年 はセ ン トル イ ス とい う生まれ 育 った地で 、 フィ リピ ンを取材 す る特派員 の

役 を 自分 に仮 託 した。 そ してそ の 手作 り誌 「炉 辺誌 」-Firesideに 取 材記 事 を書 きつ けた。 フィ リ

ピン独 立の旗 が はた め くす がた を鉛筆 に よ る手書 きで えが きあげ、取 材写真 としてそ の手作 り誌

に掲載 した の であっ た(Narita,"Young"523)。



その数年後 の 、青年 の門口 にま さに立 った ときであ った。16歳 か ら17歳 にかけ てかれ は 、フ ィ

リピンの人 々が地 元セ ン トル イ スに大挙 してお とずれ るの をま のあた りに した。 セ ン トルイ ス万

国博 と協賛す る大展示 場 と して 、 「フィ リピン展 示場 」The　Philippine　Expositionが 開設 された か ら

で あ る。 そ の さい 、エ リオ ッ ト青年 はそ の多感 な特派員 の眼 を もって フィ リピンの こ とをつぶ さ

に 「取材 」 した こ とは想 像 にか た くない。 そ して、数 あ るフィ リピン体験 の なかで、特筆 すべ き

は、人類 学 とい う学 問の名 におい て、セ ン トルイ ス万博会 場 の一角 で人 間展 示 を うける こと とな

ったイ ゴ ロッ トの人 々の村 を探 訪 した こ ととい え よ う。青 年エ リオ ッ トはイ ゴロ ッ ト住 民の強い

られた状 況 を、短編 「昔 は王様 」 のマ タ ヒヴ ァ島民 に重 ね あわせ て描 きき るこ ととな る(Narita,

``Fiction"192;``Young"523 一24;``How Far")。

ところが、で あ る。そ の こ とは、エ リオ ッ ト研究 では これ までま った く放 置 され て きたので あ

った。 万博 の探訪 の こ とにい たって は、文字 どお りい っ さい無視 され 、極 東 の片隅 か らの成 田の

指摘 を待 っ て よ うや く研 究の 緒 につい たば か りであ る。 「昔 は王様 」 とい う珠 玉 の ご とき逸 品 に

して も、そ の稀 有 の価値 を これ までみお と して きた ことは驚 嘆 に値 す る。 いや 、驚嘆 を とお りこ

して 、あ然 として云 うべ き こ とばを失 うと評 す べ きであ ろ うか。海洋 もの としての一側 面 に言及

す るのが慣わ しで あって、 そ こにそっ とお りこまれ た価値 あ る異文化 論 に 目をむ ける人 は皆無 と

い うあ りさまで あ った。 こ ころみ にエ リオ ッ ト研 究の一 方 の大御所Lyndell Gordonの 手 に なる研

究 書 をひ も とけば、 いわ く、エ リオ ッ トは短編 の なか で 「航 海 専門用 語 の こ とをひ け らか した」

"Eli
ot made proud use of sailing jargon"(7)と あ るのみで あ る(な さけや な)。



イ ゴ ロッ ト村 異文化 体験 と ともに、価値 あ る珠 玉作 品 も無視 されつ づ けたので あった。 隆盛そ

の ものを誇 るエ リオ ッ ト ・スタデ ィーの 実態 はか くの ご とくお お きな死角 をかか え こん でいた。

ここで蛇 足 をつ け くわ え るこ とを諒 と され たい。 巨視的 にみれ ば、そ の よ うな死 角の発 生 はいわ

ばAnglo-Saxon　 Studies的 な、 あるい はTransatlantic　Studiesの 研 究環 境 下にお かれて きた こ との証 に

ほか な らない との作 業仮説 をわた しはた てた。 この仮説 の うながす ところに した が って 、わ た し

は今 、対 抗 研 究 軸 づ く りを こ ころみ て い る。 昨 年 か ら、IASA(lnternational　 American　 Studies

Association)と い う組織 を活動 の 中心 と して、Transpacific American Studiesの 名 の も とに あ らたな

る研 究環境 の なか での エ リオ ッ ト探 索 を提 唱 しは じめて い る(Narita,"New Perspective")。 と同

時 に他方 で は、プ ロソン 『わ が こころ のアメ リカ』 ほかの フィ リピン もの とか、 オー ウェル 「象

を撃っ」 をは じめ とす る南ア ジア ものか ら、小 島信 夫 「ア メ リカ ン ・ス クー ル」 に代表 され る米

軍 占領 下の極東 ア ジア もの にいた るまで 、広い範疇 の アジア ・太平洋 もの を包括す る研 究環境 を

ととの え る必 要性 を感 じてい る。 その視 点か ら、 トランスパ シフ ィ ック ・ア メ リカ ン ・ス タデ ィ

ー ズ(TPAS)の 分 野 をあ らた に立 ち上 げつつ あ る(注1)
。

お わ り に

若 きエ リオ ッ トに とっ て、1904-05年 前後 の状 況 が どの よ うな もの であ った か。 その こ とを解

明す るための前提 作業 として 、発 表誌 の観 点か ら根 本資料 を整理 検 ・考察等 に あた って きた。 よ

り総 合 的 な視 点 か らの論 考(『 ス ミス学院記 録 』掲載 作 品全 体 との比較 にお けるエ リオ ッ ト作 品

の位 置づ け、編集 者 の採用 方針 ほか 、セ ン トルイ ス地域 にお ける校 友誌 間 の比較等 々)は 次 回以

降 にまわ し、 こ こでは この夏 のセ ン トル イ ス調 査 での成果 に的 を しぼって速 報的 に ま とめ るこ と

を 目標 に した。 その こ とを ここで改 めてお 断 りす るこ とに したい。

注

(注1)イ アサの主催する2005年 オタワ世界会議では"Transpacific American Studies"(TPAS)を 冠 した7セ

ッシ ョンをシ リーズ として成 田が企画 し、すでに受理 された。 また、"Transoceanic American Studies"

(TOAS)の あ り方を考えるパネル をオタワ大学 と企 画中。なお、名 古屋比較文化 フォー ラム(NCCF:

Nagoya Comparative Culture Forum)のTPAS分 科会では筑波大学長岡信吾先生を迎えてTPAS理 念 の構築検

討会を開く予定(11月6日 午後2時 、於 ・名古屋市立大学人文社会学部棟)。

ちなみに、イアサとは従来のASA(American Studies Association)のUS一centered directionとは基本的に趣

を異に し、領域的にいってもUSだ けでな く、南北アメリカ(the Americas)を みすえ、相対化の機軸をも

ってい る。 また、 ヨー ロッパ にお ける国際間アメ リカン ・スタデ ィーズ組織 であるEAAS(European

Association of American Studies)か らのおおきな協力をえては じめて組織 されたとい う経緯がある。



な お 、Transatlantic American Studies(TAAS)の 理 論 的 基 盤 と い え ば 、 オ ッ クス フ ォー ド大 学Rothermere

American Institute所長Paul Gilesに よ っ て現 在 、 鋭 意 切 りひ らか れ つ つ あ る(文 献 を 参 照 され た い) 。 ア メ リ

カ ン ・ス タデ ィ ー ズ の 国 際 化 の 主 張 は 、 つ と に 知 られ て い る とお り、Djelal Kadir, Emory Elliott, Werner

Sollors, John Carlos Davies, Kousar Jabeen Azam, Heinz Ickstadt, Jane Desmond, Virginia Dominguez , Paul Gilesと

い っ た 人 び とで あ り、 そ の ほ と ん どの 面 々 は か つ て のASA国 際 委 員 会 を舞 台 に 活 躍 し、 そ の ナ シ ョナ ル な

閉 鎖 性 に決 別 しイ ア サ を設 立 した 世 界 的 ア メ リカ ニ ス トた ち で あ る。
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